
 

 

２学期は、「総合的な学習の時間」の中で、講話を聴いたり、体験をしたりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 

学年目標 

  

 福祉車両に乗る体験や、車いすでの介助体験、自走体験をおこないました。「だれもが」

「安心して」乗れる車の工夫に驚きました。車いすを押したり、押してもらったりしたこと

で、乗っている人が安心するような声のかけ方を学びました。 

 

 

 以前、ろう特別支援学校に勤めていた副校長の

講話を聴きました。真剣な顔で話を聞きました。

「思っていたよりも、耳がきこえないって実はす

ごく大変なんだ」という感想をもった児童もおり

講話をとおしてより理解が深まったと思います。 

 

 

 

 

 盲特別支援学校で教師をされている岩屋先生を

お招きして、「目が見えないってどんなこと」に

ついての講話を聴きました。目が不自由な人が日

常生活で困ることなど、実体験を交えて話してく

ださりました。点字で打つ文字と、日常平仮名で

表記する文字の違いがあることに驚きました。 

 

 

 


